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福島第一原子力発電所事故により汚染したコンクリートの Cs-137 と Sr-90 によるコンクリート内部への汚染

分布を測定するためのイメージングプレートによるオートラジオグラフィの基礎として、SUS 箔による遮蔽

の有無から、Cs-137 と Sr-90 を分離定量マッピングする基礎検討を行った。 
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1. 緒言 福島第一原子力発電所事故により汚染したコンクリートは 50 万ｍ3規模の量であり、汚染状況を確

認し、除染・減容化し処分することが望ましい。被爆の観点から特に重要な Cs-137 と Sr-90 の不均一なコン

クリート(粗骨材、ひび割れ、表層変質など)中での、2 核種それぞれの定量マッピングを、イメージングプレ

ート(IP)を用いたオートラジオグラフィにより試みた。 

2. 実験 セメントペーストに一定濃度の Cs-137 及び/又は Sr-90 を混合し、厚さ 1.6mm 直径 2cm の円板に加

工した。IP は富士フィルム製 BAS MS で、FLA-7000(富士フィルム製)で読み取り、ImageQuant TL ver.8(Cytiva)

によりデータ解析を行った。分離定量は文献[1]の方法に従った。遮蔽には厚さ 30μm の US 箔を用いた。 

3. 結果 IP による定量精度について以下の結果を得た。20 個の試料(GM 管サーベイメータによる変動率は

1.1％)を用い測定した同一 IP 内の感度分布と読み取り機の位置による読取誤差の合計は、16 枚の IP の平均

変動率 3.5％。同一 IP で 7 個の同一試料の 4 回繰返し再現性は平均変動率 0.7％。16 枚の IP 間の感度の変動

率は 12％。ある 1枚の IPの 100, 100k, 200k, 500kBq/kgの試料から求めた PSL値(検量線)の相関は R2=0.9997。 

これらの結果から、同一の IPを用い、近い位置で試料を暴露することで一定程度の測定再現性が得られる。

そこで遮蔽の有無により、分離定量を試みた。その結果を図 1 に示す。両者の分離はでき、Csと Sr で異なる

部分的濃縮が認められた。Sr 単体では濃度は均一であるが、分離結果は相当の分布があり、改善余地がある。 
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図 1 IP像(左)と混合試料(137Cs = 1 MBq/kg + 90Sr = 200 kBq/kg)の分離定量マッピング 
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